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　日牟禮八幡宮は、千有余年の歴史を誇ります。20歳でベトナムに渡り、海外貿易で活躍
した近江商人 西村太郎右衛門が寄進した「安南渡海船額」をはじめ、多くの重要文化財
が納められています。3月に左義長まつり、4月に八幡まつりが開催されます。

八幡商人

¥  大人300円、小人200円 時 9時～17時（入館16時半まで） 休 月（祝
除く）･祝翌日（土日祝除く）･年末年始 ※観光シーズンは休館日なしの場合あり 
問 TEL: 0748-33-8567

¥  一般200～300円 時 11時～17時
休 月（祝の場合は翌休）･展示入替時･
年末年始 問 TEL: 0748-36-5018

市内西宿町に生まれ、22歳で司法官に
任命されるも10年で退職。叔父の広瀬宰
平（住友初代総理事）に誘われ住友に入社
します。住友は労使対立や別子銅山の公
害問題などを抱えていましたが、貞剛の粘
り強い努力で解決へと向かいます。後に住
友第二代総理事に就任し、住友財閥の基
礎を築きました。明治23年には第1回帝国
議会の衆議院議員に当選しました。貞剛の
生家跡には当時の楠の大木があり、「いば
ecoひろば」として人々の安らぎの場となっ
ています。　

郷土資料館・歴史民俗資料
館・旧西川家住宅（重要文化
財）・旧伴家住宅（八幡教育
会館）では近江商人の質素倹
約・質実剛健な暮らしぶりを
知ることができます。

重要伝統的建造物群
保存地区にあり、昭和初
期に建てられた近江商人
野間清六の分家を改築
し、開館。独創的な展覧
会や取り組みは国内外か
ら注目されています。

地場産業の八幡瓦を中心に世界の瓦を紹介する国内でも珍しい
瓦専門の展示館です。白壁に瓦を葺いた外観が瓦の魅力を伝えて
います。瓦粘土を使った体験教室（要予約）を開催しています。

人、物行き交う 中山道、朝鮮人街道
近江中山道 武
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売り手よし、買い手よし、世間よし 
三方よしの精神を受け継ぐ近江商人のふるさと

¥  大人800円、小人400円（4
館共通） 時 9時～16時半（入館
16時まで） 休 月（祝除く）･祝翌
日（土日祝除く）･年末年始 ※観
光シーズンは休館日なしの場合
あり 問 TEL: 0748-32-7048
（市立資料館）問  TEL: 0748-
32-1877（旧伴家住宅）

明治10年（1877年）、近江商人な
どの寄付により、子どもの教育充実を
図るために建てられた八幡東学校。現
在は、観光案内所を併設し、市民ギャラ
リーとしても利用されています。

問 TEL:  0748-32-3151
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江戸時代、中山道の宿場町として賑わいました。虫子窓
や格子を巡らせた古い家並みと辻に残る石の道標が名
残を留めています。武佐桝、武佐墨の産地であり、「武佐
（武者）竜胆（ムシャリンドウ）」は、当地で発見され名付け
られたといわれています。

市内でも随一の大寺院であり、関ヶ原の合
戦で勝利した徳川家康の上洛の際に宿泊場
所となりました。朝鮮通信使の休憩場所や食
事場所としても使用されました。
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住友を育て100年前に
環境問題を考えた実業家
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¥  無料 時 9 時～17時 休 年末年始 
問 TEL: 0748-32-7003
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¥  大人300円、小人150円（小中高）
時 10 時～16時 問 TEL: 0748-33-0559
（事前予約制）

近江商人が取り扱った「畳表」の製作道
具や材料のイ草の栽培方法などを紹介し
ています。また、7月の第3土・日曜日に開
催される浅小井祇園まつりで巡行する曳
山を展示しています。
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本願寺八幡別院
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県指定
文化財

ⓒ住友史料館ⓒ住友史料館

w
万葉ロマンに誘われ、
いにしえより変わらぬ信仰の地を巡る万葉ロマン
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賀
茂
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約1300年前、全国初の国営放牧場が建設された地に、天平8年（736年）、聖武天皇に
より創建されました。馬の聖地として名高く、吉

きびのまきび
備眞備ゆかりの神社です。5月の賀茂祭で

行われる「足伏走馬」は、宮中の競馬行事を今に伝える、1000年以上の歴史をもつ由緒あ
る神事です。 問 TEL: 0748-33-0123

古代の豪族、狭狭城山君の氏神とされ、平安時代中期以降は、近江源
氏佐々木氏の氏神として崇拝されました。本殿をはじめ8棟の県指定文化
財があり、境内を彩る四季折々の花々が美しく、4月の沙沙貴まつりなどが有
名です。 問 TEL: 0748-46-3564

　西国32番札所。605年、人魚の哀願により、聖徳
太子が建立したと伝えられています。インドの白檀
を使用した高さ7mの千手千眼観世音菩薩像が
安置されています。

　繖山（観音寺山）にあり、中世に近江を支配し
た佐々木六角氏の居城です。山城としては日本
最大級の規模を誇る遺構で、国の史跡にも指
定されています。現在も石垣や礎石が残る、
日本100名城の一つです。

聖徳太子創建の古刹で、巨石を配し苔むした名
勝庭園は、小堀遠州の作と伝えられ、桃山時代の
侘びさびの清雅な趣があります。紅葉の名所とし
て、また近年は映画やドラマのロケ地で知られます。
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長命寺
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西国31番札所。第12代景行天皇時代に活躍した武内宿禰が長寿を願い、
300歳以上の寿命を得たといわれ、その後、聖徳太子により観音菩薩を本尊
として長命寺と名づけられたとされています。808段の石段を登ると、三重塔
（杮葺）･護摩堂･本堂・三仏堂・護法権現社・鐘楼（檜皮葺）が連なり、境内
からは雄大な琵琶湖を望むことができます。 問 TEL： 0748-33-0031

箕作山の南端の巨大な一枚
岩に、聖徳太子が刻んだとされ
る13体の仏像が安置されてい
ます。毎年4月には千日会が行わ
れ、信仰厚い人々 で賑わいます。

西国薬師霊場第46番札所で天智天皇の
勅願により創建。初代定恵和尚が唐から桑
の実を持ち帰り、日本初の養蚕を始めたこ
とがその名の由来といわれています。本堂と
桑実寺縁起絵巻は、重要文化財に指定され
ています。
￥ 大人300円、小人150円
時 9時～17時（12月～2月 16時半まで）
問 TEL: 0748-46-2560、0748-46-4025
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問 TEL: 0748-46-2481
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問 TEL:  0748-46-4234
　 （安土駅観光案内所）
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白洲正子と 近江のかくれ里
 随筆家 白洲正子が愛した近江、
「かくれ里」・「近江山河抄」ゆかりの古刹を訪ねて　
　白洲正子は、明治43年（1910年）、樺山愛輔の次女として生まれ、女性とし
て初めて能舞台に立ち、小林秀雄や青山二郎といった文化人と交流し、日本文
化に関する随筆を多く手がけました。各地を旅し、その土地に息づく自然や文
化の持つ美しさを、豊かで繊細な感性で文章につづり、今なお多くの人 を々惹
きつけています。
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¥  500円（内陣／拝観料300円）、林道 600円 
問 TEL： 0748-46-2549

¥  〈春〉600円、小中生200円 
    〈秋〉700円、小中生200円 
日 4・5・6・10月の土日祝日、
    11月1日～12月15日の毎日拝観可。
駐 普通車80台、大型8台
問 TEL: 0748-46-5400

老蘇の森は、万葉の昔から歌に詠まれた森で、国の史跡にも指定されて
います。森の中には、繖山（観音寺山）を御神体とした安産延寿･狩猟･農耕
の神様である奥石神社があり、本殿は、重要文化財に指定されています。
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足伏走馬

日本遺産

市指定名勝

～ A great place to live A great place to visit 
A great place to come back to～

OMIHACHIMANOMIHACHIMANOMIHACHIMANOMIHACHIMAN

●近江八幡駅北口観光案内所
　…TEL 0748-33-6061／FAX 0748-32-4125

●安土駅観光案内所
　…TEL・FAX 0748-46-4234

観光に関するお問合わせ

丁字麩

この印刷物は環境に配慮した印刷インキを使用して
います。 R5.3

※パンフレットに表記されている料金等は改訂になる場合がございます。
発行：近江八幡市観光政策課　〒523-8501 近江八幡市桜宮町236番地
　　　TEL 0748-33-3111（代） 0748-36-5573（通）／ FAX 0748-36-5882
写真提供：（公社）びわこビジターズビューロー

GooglePlay、
AppStoreより
「安土ぶらりまちあるき」を
検索してダウンロード
してください。

ダウンロード方法
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赤こんにゃく

近江八幡漫遊近江八幡漫遊近江八幡漫遊

古地図散策アプリ


